　　　世田谷区立烏山中学校
「負け犬の遠吠えは聞こえない」　作　坪井ちはる
登場人物

イチノセ

アズマ

エトウ

シノハラ

タカノ

ワタベ

スギ

サオトメ

アヤサキ

モチヅキ

カリサワ

スズキ（先生）
ニシオカ（先生）
開幕

どこからか、物が破壊される音が響き渡る。

イチノセ上手から登場。アズマ、女子高生、下手から登場。
女子高生はハンカチを落とす。アズマ、落としたハンカチをひろい女子高生に渡す。その様子をイチノセが見ている。（この芝居は音声中に演じる）
音声　　　…時代は変わり、身分制度による貧富の差は生まれたものの、教育機関や医療機関の完全無料化が実現された。憲法改正が次々と行われ、国は進化をつづけている。君たちはこの身分制度に感謝しなくてはならない。これこそが国民の声なのだ。
イチノセ　ねぇ君。
アズマ　　え…？

イチノセ　同じ一年生だよね？さっき入学式のとき見かけたんだ。
アズマ　　そ、そうなんだ…

イチノセ　実はリボンおとしちゃって、職員室ってどっちかわかる？
アズマ　　職員室は…たぶん１階だと思うけど…リボンの色ってクラスによって違うよね。何色？
イチノセ　大丈夫！これから職員室いくから。ありがとね。
イチノセ、下手にはける。アズマ首をかしげて
アズマ　　あの子…どっちのクラスだろう？

上手にはける。

転換。
第一場
ロウクラス(ノライヌ)の教室。すでにエトウ、シノハラ、ワタベ、スギ、タカノが教室にいる。アズマ上手からでてくる。

タカノ　　アズマ！こっちこっち！

アズマ　　なんだみんないるんじゃん！

タカノ　　同じ中学校でクラス分けしてるんじゃない？うちらの中学校でここの私立受けたのは私たちだけだけど。

シノハラ　えっ…ここって私立だったの？

エトウ　　そっからかい！受験したでしょーが！

タカノ　　ここは、その辺にある私立高校とは違う、別身分者合同制度が初めて取り入れられた高校なんだよ？わかってる？

シノハラ　白身ぶりやごま豆腐せい丼？

アズマ　　別身分者合同制度。何、白身ぶりやごま豆腐せい丼って。すごいまずそう…

タカノ　　お前そんなことも知らないの？しょうがないなぁ。まず、いま日本には２種類の身分があります。それは何？

シノハラ　んーすっごい偉い人たちと私たち！

タカノ　　そのすっごい偉いのがハイクラスっていうやつら。親とか自分たちが必ず良い職につけるから、何も困らないんだよな。要は金持ち！そして私たちロウクラス！

シノハラ　ほうほう。

タカノ　　ハイクラスとロウクラスは、普通なら別の学校に通うことになるんだけど、別身分者合同制度が取り入れられている学校では両者とも通える…というわけ！

シノハラ　それじゃあ、偉い人たちもこの学校にいるの？

アズマ　　そ。３階はぜんぶハイクラスの教室。

エトウ　　さっきハイクラスの人達みたけど、すごいオーラだったね。

シノハラ　そんなに？

エトウ　　うん。お嬢様ってかんじ。

タカノ　　うちはああいう奴ら好きになれないけどな。

エトウ　　あ、わかるそれ。

タカノ　　だってあいつら、うちらのことを陰でノライヌって呼ぶんだよ！ありえなくない？

シノハラ　ノライヌ？

タカノ　　貧乏でみすぼらしいから、ハイクラスの奴らがノライヌって呼ぶようになったんだって。

エトウ　　なにそれー。

エトウ、タカノが話してる間、アズマはワタベとスギに話しかける
アズマ　　ね、いっしょに話そうよ。

ワタベ　　うん。
スギ　　　賛成―。
アズマ　　わたしはアズマ、よろしくね。ふたりは？

ワタベ　　私はワタベ。こっちがスギ。

スギ　　　よろしくー！

アズマ　　ふたりはどこの中学校だったの？

ワタベ　　可知第三中学校です。

エトウ　　え、わたし、そこからすぐ近くのスーパーで働いてるよ！

スギ　　　あー！あそこのスーパーだ！

タカノ　　え、なになに！気になるどうしたの？

アズマ　　二人の中学校。エトウが働いてるスーパーの近くなんだって。

タカノ　　あそこの「から揚げ」ウマいよね。

ワタベ　　美味しいですよね～。

シノハラ　私もそのスーパーでよく買い物するよ。、イチゴ、イカフライ、磯辺焼き、焼きそば、グミ、ゼリー、カレー、白菜、ハム、ベークドポテト…

タカノ　　ストーップ！もういいって！（みんな笑う）

エトウ　　にしても、１クラスこれだけ？少なすぎるでしょー。

アズマ　　少人数制の学校だからこんなもんなんじゃない？教室も広く使えるし、みんな仲良くなりやすいし！

タカノ　　でた！アズマの「みんな仲良く」！

シノハラ　小学校の時からずっとそうだよねー。運動会のときも「みんなで力を合わせてがんばろー」って。

スギ　　　あーいたいたそーいうひと！

アズマ　　みんなしてなにその言い方！協力したり仲良くするのはいいことだよ！

エトウ　　はいはーい。

みんな、口々に話す。しばらくしてスズキ登場。

スズキ　　　ほら！席につきなさーい。
それぞれ席に着く。アズマ、周りの席を見渡して余ってることに気付く

スズキ　　おはようございます！私は、ここのクラスの担任のスズキです。本来は今いる人数で全員なんですが、実は、このクラスにメンバーが新しく増えます。（みんな、盛り上がる）それじゃ、はいってー。
サオトメ、アヤサキ、カリサワ、登場。みんな、静かになる。

ワタベ　　この人たちは…

スズキ　　ハイクラスの人達です。

ノライヌ　え…？！

タカノ　　ちょ、ちょっと先生！なんでハイクラスの奴らがいるんだよ！おかしいだろ！？
アヤサキ　何ですかその言い方。

スズキ　　タカノさん黙りなさい！ごめんなさいねアヤサキさん。
アヤサキ　いいえ。
タカノ　　…
スズキ　　実は、ハイクラスの教室が一つ何者かによって、めちゃくちゃに壊されてね…空き教室もないし。それで理事長の判断で、急遽、ここの教室に一時的に入ってもらうことになったの。
サオトメ　ほんといい迷惑よね。
スズキ　　サオトメさんから順番に自己紹介してくれる？

サオトメ　はい。サオトメです。お父様は、貿易会社の社長をしております。

アヤサキ　アヤサキです。母がファッションデザイナーをしております。ちなみに、ここの制服のデザインも母が手掛けてます。よろしくおねがいします。

カリサワ　カリサワです。
ワタベ　　え。
スズキ　　ハイクラスの教室が治るまでだから、みなさん仲良くね！

ハイクラス　はい。
スズキ　　それじゃあ、先生このあと、職員会議があるの。みなさんは各自下校してくださいね。

スズキ退場。
ワタベ　　カリサワって、カリサワ財閥の跡取り娘ですよ。
シノハラ　そうなのー？

アヤサキ　ほんと最悪。ノライヌと同じ教室なんて。ノライヌと一緒なんて犬小屋じゃないですか。
スギ　　　ちょっとあんた、今何て言った？（つっかかる）
アヤサキ　あんたって誰ですか、貧乏人？口のきき方に気を付けましょうね。
ワタベ　　スギやめましょう！…勝ち目ないですよ。

スギ　　　…

サオトメ　ところで、私たちの教室壊したの、あなたたちじゃないでしょうね？

エトウ　　はぁ？

サオトメ　入学式を終えた後、私たちハイクラスは体育館に残って先生方から話を聞いていたの。
アヤサキ　あなたたちノライヌなら、入学式後、すぐ教室にむかえたから私たちの教室を壊す時間があった…どうかしら？
アズマ　　いや、どうって言われても犯人じゃないから何とも…

タカノ　　黙ってきいてりゃ言いたい放題いやがって！（ハイクラスにつっかかろうとするが周りが止める）

サオトメ　あぁ、見苦しい。そういえば、お腹が痛いってサボった方がけっこういましたけど、それはいいんですかアヤサキ？

アヤサキ　だいたいハイクラスの人ならメリットがないから、犯人からは外れるわよ。
サオトメ　それもそうね。

ワタベ　　じゃあ、最初の推理はいらなかったんじゃ…

サオトメ　おだまり！

アヤサキ　あなたたちノライヌしかありえないんだから、さっさと白状し…
カリサワ　アヤサキ。
アヤサキ　な、なによ？

カリサワ　そんなに声を荒げて、はしたないわよ。
サオトメ　で、でも犯人を見つけないと…

カリサワ　どうでもいいわ、そんなこと。ただノライヌとかかわらなければいいだけ。
全員　　　…

カリサワ　わかりましたか？わかったらかかわらないようにしてください。
　第二場
学校の門。イチノセ、誰かを待ちぶせている。
そこに帰宅途中のアズマやってくる。
アズマ　　あー！朝のひと！リボン大丈夫だった？
イチノセ　…ううん。見つからなかったからもう少し探そうと思って…
アズマ　　なら、見つけたら教えてあげるよ！そういえば名前きいてなかったね。私はアズマ！よろしくね！

イチノセ　私はイチノセ。
アズマ　　イチノセね！リボン見つけたら声掛けるね（立ち去ろうとする）

イチノセ　まって！えっと…
アズマ　　なに？

イチノセ　有り難う！会ったばかりなのに親切にしてくれて…

アズマ　　いいって！困ったときはおたがいさまじゃん？それに…

イチノセ　ん？

アズマ　　さっき話しかけてくれたとき、嬉しかったんだ。入学したばっかでちょっと不安だったからさ。話しかけてくれて、有り難う。

イチノセ　じゃ、お互い様だね！

２人とも「ねー」といって笑いあう。

イチノセ　そういえば先生から聞いたんだけど、ロウクラスの教室にハイクラスの人がきたらしいね。知ってる？

アズマ　　知ってるもなにも、うちのクラスだよ。

イチノセ　え、ほんと！？
アズマ　　うん、やっぱりハイクラスの人達って綺麗な人多いよね。羨ましいなー。

イチノセ　へ～。…どう？友達として仲良くなれそう？

アズマ　　うーん。難しいよね、みんなで仲良くって。私はそうしたいんだけど…あの人たちがいる限り、みんな仲良くなんて無理だよ。そもそも身分が違うし…

イチノセ　関係ないよ！

アズマ　　えっ？

イチノセ　関係ないって！身分とかそんなのは、大人が勝手に決めてるだけで、私たちが仲良くするのは自由だよ。
アズマ　　…そんな簡単にいくかな。
イチノセ　それに、この学校に来てるってことは、少なからずロウクラスと一緒にいても平気ってことじゃない？

アズマ　　…それは…そうかも…
イチノセ　ね！まずはハイクラスの人たちに話しかけてみなよ！いろいろおもしろいことやってみたら、食いついてくれるかもよ！？
アズマ　　そっか…そうかも！私、がんばってみるよ！

イチノセ　うん！

ニシオカ、通る。イチノセ、ニシオカに気付き隠れるふり。

ニシオカ通りすぎるのを確認する。
アズマ　　どうした？

イチノセ　ううん。なんでもない。
転換。
第三場
次の日の昼休み。タカノ、シノハラ、エトウ、スギ、アズマ、ワタベ、サオトメ、アヤサキ、カリサワがいる。

アズマ　　というわけで、みんなでハイクラスの人たちと仲良くなろう！
タカノ　　仲良くなろうって…昨日あんなにうちらのことけなしたんだぞ？あのセレブ連中！
アズマ　　しー！声がでかいよ。

ワタベ　　…にしても、こんなことで笑いますかね…ハイクラスの人たち。
シノハラ　はいほーふははい？（お弁当をたべながら）

エトウ　　いつまで食べてんの！ってか、なんでそんないっぱいあるの！？

シノハラ　父ちゃんがお弁当屋さんで働いてて、余ったのとか持ってきてくれるんだー

ワタベ　　へーいいですね。
アズマ　　もー昼休み終わっちゃうよ！ほら、トップバッターワタベ！

スギ　　　まてよ！
エトウ　　やめた方がいいって！だって相手はカリサワだよ。
アズマ　　なんでこういうときにビビるのさー！
スギ　　　そうじゃなくて、…なにされるか分かんないよ？
タカノ　　ほら、みんなもこう言ってるし…
アズマ　　でも…

そこにモチヅキ登場。モチヅキ、ハイクラスのほうに近づいて

モチヅキ　みなさーん、ごきげんよう！
アヤサキ　も、モチヅキ…
モチヅキ　ノライヌと仲良くしてますかー？
アヤサキ　何？嫌味でも言いに来んですか？

モチヅキ　ちがいますー！いい情報もってきてあげたんですー！

サオトメ　いい情報？

モチヅキ　あなたたちの教室を壊した犯人の手がかりがわかったんですっ！なんと現場の教室には…

サオトメ　教室には…？

モチヅキ　犯人のものと思われるリボンが残されていた！

アズマ　　…リボン？

アヤサキ　…で？

モチヅキ　ん？おわりですよ？

サオトメ　あきれた。そのリボンの持ち主でも調べろっていうの？

モチヅキ　えっ？あ…は、はい！
アヤサキ　はぁー…そんなことできたら苦労しませんよ。おひきとりください。
モチヅキ　そんないいかたないじゃありませんか！

アズマ　　…まさか…ね。ほら、いつまでも駄々をこねないでよ！ワタベやって！

ワタベ　　わかりました。
シノハラ　ええ！勇気あるー

ワタベ、ハイクラスの人のほうへと飛び出す

カリサワ　…何か？

ワタベ　　エントリーナンバー１！ワタベです！怖い話します！

アヤサキ　はぁ？

ワタベ　　私の家が、一番経済的に苦しい時でした。家に帰り私が母に「今日の晩御飯は？」と聞くと、母はこう答えたんです。「恐怖の味噌汁よ」と…

全員　　　…

ワタベ　　私は悟りました。今日、家族みんなで恐怖の味噌汁…つまり、毒入りの味噌汁を飲んで心中するのだと…しかし、それは大きな間違いでした。恐怖の味噌汁、恐怖の味噌汁…今日、麩の味噌汁。つまり、その日はだだのおいしいお麩のお味噌汁だったんですよ！あっはは…
全員　　　………

ワタベ　　………

ワタベ、ノライヌ側に戻り

ワタベ　　だめでしたー！

アズマ　　日本伝統のとんち話が！
エトウ　　いや、いまのはだめでしょ…

アズマ　　みんなめげないで！大丈夫！次の技はチームプレイなんだから！

シノハラ　そうだよー勇気だしてー！

アズマ　　私、行ってくる！
タカノ　　おい、アズマ！…
アヤサキ　こ、今度は何ですか？

アズマ　　あーあ。今日の掃除当番やりたくないなぁ…エトウかわってー。
エトウ　　えーやだよ！

スギ　　　じゃあ私やるよ（手を挙げる）

シノハラ　じゃあ私やるよー（手をあげる）

ワタベ　　じゃあ私やります（手を挙げる）

エトウ　　じゃあ私やるよ（手を挙げる）

ノライヌ組ハイクラスのほうをじっとみる

全員　　　………………………

サオトメ　………やれと？

全員　　　……………………

ノライヌ　くっそー！
アズマ　　我が国伝統の芸にのらないだと！ 
スギ　　　なんてこった…

エトウ　　乗っといてなんだけど、もう笑わせる気ないよねあんたら。
アズマ　　ほかになんかネタないのみんな？このままじゃみんなおおやけどだよ！

ワタベ　　そんなこと言ったって…

カリサワ　ねぇ…？さっきから何なんですかあなた達。
ワタベ　　えっ…あの…
カリサワ　どういうつもりかしら？

アズマ　　私たちはただ、あなたたちと仲良くなりたくて…

カリサワ　……

アズマ　　せっかく同じクラスになれたんだし、仲良くしたほうが楽しいじゃない！嫌いあうよりもずっと。だから…

アヤサキ　私も…同じこと考えてました…

アズマ　　ほんと！それなら…

アヤサキ　なんて言うとでもおもったんですか！

アズマ　　え…

カリサワ　だいたい、いつ仲良くしてくださいなんて言いました？かかわらないようにと、言ったはずですけど。
サオトメ　そもそも身分が違うのを理解してくださいよ。いい加減。
アヤサキ　あなたたちと私たちは、一生仲良くなんかなれません。
シノハラ　…それはどうかな？

タカノ　　し、シノハラ？

シノハラ　だってアヤサキさん、私たちがやる事とかに一個一個反応しててくれたでしょー？
アヤサキ　そ、それは…

シノハラ　それにサオトメさんもカリサワさんも、なんだかんだで最後まで聞いてくれたし、（モチヅキを指して）そこの子なんか笑いこらえてたしー。
カリサワ　モチヅキ？

モチヅキ　い、いやーほら…つい…

シノハラ　だからさ、全然気にすることないよ。
サオトメ　さっきからあなた、何様のつもりなんです？たかがノライヌの分際で、私たちに意見するなんて！私たちは、あなた達のようなゴミくずとかかわるぐらいなら、ネズミと仲良くなったほうがマシって言ってるんですよ！
シノハラ　でもさー、私たち結局おなじ人間だしさ。その変なプライドとっちゃえば仲良くなれるとおもうんだー。
サオトメ　！

スギ　　　（シノハラに）やめなよ！
カリサワ　（ゆっくりシノハラに詰め寄り）…シノハラって言いましたっけ？あなたたち負け犬に私達との差を、しっかり教えてあげます。覚悟してください。
携帯の着信音。役者ストップモーション。
イチノセ下手から登場。イチノセ一人屋上にいるイメージ。

ポケットから携帯を出し、電話にでる。
イチノセ　はい。うん、うん…え？それは！…いや、うん。
…それはできないよ！うん。じゃあ切るね。
イチノセ電話を切る。
イチノセ　大丈夫だよね…全部が終わってうまくいけば必ず…
　第四場

数日後の朝、学校の廊下。下手からイチノセが歩いてくる。

アズマ上手からやってくる。
アズマ　　あ…

イチノセ　あっ！おはようアズマ！この間どうだった？
アズマ　　だめだった…みんなにまで嫌な思いさせちゃって…

イチノセ　そっかぁ…ごめんね。私が提案したばっかりに…

アズマ　　いいの…でも、友達がハイクラスの子に目をつけられちゃったの。ちょっと喧嘩みたいになっちゃってさ、まあただの脅しで、何もされないと思うんだけど。
イチノセ　その友達、シノハラって名前じゃない…？

アズマ　　･･･え･･･そうだけど…なんで知ってるの…？

イチノセ　！　それは…
スギとワタベが走って登場。

スギ　　　アズマ！　

ワタベ　　こんなところにいた！シノハラが大変なんです。来てください！

アズマ　　シノハラが？
イチノセ　アズマ！･･･ごめん。
アズマ　　…イチノセ？
スギ　　　行こう（ひっぱる）
アズマ、スギ、ワタベ退場。アズマ去り際にイチノセを見る。

ニシオカやってくる。イチノセ、ニシオカを見る。
第五場

教室。タカノ、エトウ、がシノハラを囲んでいる。
アズマ、ワタベ、スギ、登場。
アズマ　　みんな、どうしたの？

タカノ　　あんたのあのくだらない計画のせいで、シノハラのお父さん仕事やめさせられたんだよ！ 
アズマ　　え…どうして？
タカノ　　カリサワだよ。カリサワが自分の親に頼んで、クビにしたんだよ！
アズマ　　そんな…

エトウ　　私たちも賛成したんだから、アズマだけを責めないでタカノ！

タカノ　　私たち？うちは反対したのに、お前らが何も聞かなかったんだろうが！
シノハラ　タカノ、これは私が自分で招いた結果なんだから…みんなを責めないで
タカノ　　でも…

カリサワ、サオトメ、アヤサキ登場。

アヤサキ　どう？少しは身分の差ってものがわかりました？
スギ　　　あんたら！こんなことして許されると…（アヤサキにつかみかかろうとする）
サオトメ　いいんですか？あなたも同じ目にあいますよ？
スギ　　　…（引き返す）
カリサワ　いいこと教えてあげますよ。この学校に通うと、将来こんな風に評価されるんです。「あんなのと同じ学校に通うなんて偉い、道徳心のある子だ」って。
つまり、私たちは世間体を良くするためにここにきましたけど、心の中ではあなたたちとかかわるなんて御免だってこと。
サオトメ　これからは態度を改めてください。あなた方より目上なんですから。
アヤサキ　ところでカリサワ。どうやってあのこの親クビにしたんですか？
カリサワ　お父様に頼んだんですよ。最初は別のかたに頼んだんですけど、断られましてね。
アヤサキ　誰ですか？

カリサワ　イチノセです。

アズマ　　え…
サオトメ　あーあの明るい子ですよね。ここらの食品業界のトップの娘の。
アズマ　　違う！だって…あの子は私の友達で…

アヤサキ　友達？そんなわけないでしょう。だってあの子は…

モチヅキ、飛び込んで登場。
モチヅキ　みなさん聞いてくださいよぉー……あら？なにこの空気…
全員　　　……

モチヅキ　コホン(咳込む)…教室を壊した犯人が分かったんです！しかも、ハイクラスの方だったらしいですよ！

アヤサキ　えぇ！
サオトメ　でも…そんなことって…
モチヅキ　前に、現場にリボンがあったって話しましたよね。実は、リボンなくして職員室にききに行ってた子がいたんですって。ハイクラスの友達から聞いちゃいました！リボン付けてないのなんて、あの子ぐらいしかいませんし…
カリサワ　あの子って誰。
モチヅキ　なんと犯人は…
サオトメ　犯人は…？
モチヅキ　イチノセちゃんだったんですってー！
アズマ　　そんな…イチノセがハイクラス。しかも教室を壊した犯人…？

音声　イチノセ　実はリボンおとしちゃって、職員室ってどっちかわかる？
　　　サオトメ　そういえば、お腹が痛いってサボった方がけっこういましたけど

モチヅキ　犯人のものと思われるリボンが残されていた！

　　　イチノセ　その友達、シノハラって名前じゃない…？
イチノセ、ニシオカと共に登場。
全員イチノセのほうを見る。
アズマ　　イチノセ！…あれどこかで見かけたような…。
カリサワ　ニシオカ先生！

タカノ　　ハイクラスの先生だ。
イチノセ　…。

ニシオカ　皆さんに何か言うことがあるんじゃないの。

イチノセ　…教室を壊したのは、私です。ハイクラスの皆さん、ごめんなさい。

アズマ　　嘘だよ！ねぇ、嘘だと言ってよ。なんでイチノセがそんなことするの？ねぇイチノセ！

スギ　　　アズマ。（周りの人たちでおさえる）

イチノセ、シノハラに近づく

イチノセ　シノハラさん…だよね？私がカリサワさんから電話をもらった時、ちゃんと止めてればこんなことにはならなかった。
カリサワ　どうして教室を壊したりしたわけ？

イチノセ　……そうだね、１から全部話すよ。私の目的は…このくだらない身分制度にさからうこと。

ワタベ　　身分制度に逆らう？

イチノセ　…中学のとき、好きになった男の子がね、ロウクラスの子だったの。お母さんにこっそりはなしたら、なぜか怒られて…次の日、男の子は学校を転校させられた…

全員　　　（ざわつく）
イチノセ　お母さんは私に言ったの。「おまえは、地位も金もない下等を好きになったのか。それはまちがってる。おまえには釣り合わないんだ」って。なんで怒ったのか今でも理解できない。私が好きになっただけで、男の子は何も悪くないのに…
サオトメ　当たり前じゃない？そんなのお母様の親切で…

イチノセ　当たり前じゃないよ！身分を理由に人格も気持ちも決められてしまうなら、こんな制度なんてなくなった方がいいんだよ。

だからハイクラスの教室をひとつ壊したの。本当は私がいるクラスを壊してロウクラスと仲良くなりたかったんだけど…お母さんがなにをするか…怖かったんだ。
カリサワ　それで私たちのクラスを…

イチノセ　アズマ。…ごめん！あなたを利用してまった。アズマがこのクラスにいるってわかった時、嬉しくてさ…きっとあなたなら何とかしてくれると思った。だからアズマに、ハイクラスに話しかける提案を持ちかけたんだ。…やっぱり直接なにもしないのは卑怯だよね…
アズマ　　イチノセ…。

イチノセ　……みんなは？こんな身分制度が、本当に必要だと思うの？
全員　　　……

シノハラ　私は、私はね、たとえどんな理由があったとしても、私の家族にいやな思いをさせたことが許せないんだ。…だから…
アヤサキ　正直…自分と身分が違う人って、生理的に受け付けないんですよね…
スギ　　　これだから嫌いなんだよハイクラスのやつらは！…いつもいつも自分中心で…！
タカノ　　単純に、歩み寄っても心を開いてくれない人と仲良くできるほど、私はお人よしではいられないな。
エトウ　　……わ、私はいいと思うよ…仲良くするとか…そういうの…

サオトメ　親が許しませんよ。ノライヌとつるむなんてこと。そんなことしたら勘当されますわ。
カリサワ　いつも被害者づらして、なんの努力もしない癖に自分たちの境遇のせいにして…そんなあなたたちよりはましだとおもいますけど。
タカノ　　…被害者づら？じゃあ被害者にさせたのはどこのどいつだよ。身分が高ければ、親の権力つかって相手を潰していーのかよ。結局、親がいなければ何もできねーじゃんか！
アヤサキ　なんですって！

タカノ　　お前らこそ負け犬じゃねーかよ。

カリサワ　い…いい加減にしなさいよ！
アズマ　　やめて！

イチノセ　…アズマ。

アズマ　　人ってさ、見た目とか身分とかじゃなくて、もっとなかみのきらきらした部分で判断するべきだと思うんだ。だから、身分とかそんなもの、その人自身とは何の関係もないんだよ！…そうだよね？イチノセ。
イチノセ　アズマ…あなたのことを利用したのに…ごめんなさい…。
ワタベ　　………ハイクラスとか、ロウクラスとか、そんな簡単な話じゃないんですよ。こんな身分制度なんて関係ないんだとおもいます。
アズマ　　ワタベ…

ワタベ　　人は群れを作る生き物だと思うんです。たとえこんな身分制度がなかったとして、それでも私たちは群れを作り、その群れに強弱をつけるんですよ。そして私は身分制度がなかったとしても強い群れにいられる自信なんてありません。
全員　　　………

ワタベ　　だったら、何でもない状態でその状況を突き付けられるぐらいなら、私は初めからこの身分制度があったほうが……嬉しいんです。
サオトメ　それに、そういう環境に育ってきてるんです…根っこは変えられません。
全員　　　……。
イチノセ　…私のやった事って…全部無駄だったのかな…

アズマ　　そんなことは…！
イチノセ　分かりました。この身分制度を変えようと思いましたが、結果、みなさんにご迷惑をかけました。ごめんなさい…。ごめんなさい。
イチノセ　心労により倒れる。アズマやエトウなどがかけより介抱。ハイクラスはそれを見ることしかできない。モチヅキも見ていたが、心配だったのでその場から動きだす。
暗転。

第六場

授業中の教室。エトウ、シノハラ、ワタベ、スギ、タカノ、アズマいる。先生受業をしている。

音声　　　アズマ　（語り）あの後、私たちの関係は変わることなくハイクラスの教室の修復作業がおわり、私たちのクラスは、通常のロウクラスとなりました。イチノセとは会っていませんが、停学処分になったと聞きました。私は、イチノセともう一度再会できる日を、待ち続けています。
スズキ　　と、ここまでで何か質問ありますか？質問あるならいつするの？今でしょ！
全員　　　………

スズキ　　とりあえず今日は終わりにします。号令。
スギ　　　起立―気をつけー礼―。
全員　　　ありがとうございましたー。
スズキ　　数年前まではうけたんだけどなぁ（はける）

タカノ　　うーおわったー！ビバ昼休み！

シノハラ　おべんとおべんと！

タカノ　　ほんとよかったよねー。あの後、すぐにシノハラのお父さんのクビ取り消しどころか、支店長にしてくれるなんて！

シノハラ　小さいとこの支店長だからあんまりえらくはないんだけどねー。お弁当いっぱいくれるんだっ！

モチヅキ、教室に飛び込んで登場。

アズマ　　えっ…

モチヅキ　えっとー。
タカノ　　な、なんかようかよ…

全員　　　…

モチヅキ　し、しまったー。あれからハイクラスの教室が治ったのをわすれて、意図的じゃないにしろノライヌの教室にきてしまいましたわー！なんということでしょー。
全員　　　…

タカノ　　なんて説明口調なんだ…

モチヅキ　せっかくだし、良いこと教えてあげましょうか？実は、イチノセちゃんの停学とけて、今日から学校来てるんですよー。
アズマ　　ほんと！？

モチヅキ　私は今からイチノセちゃんのとこ行くんですけどー。誰かさんは行かないんですかねー。
モチヅキ、退場。アズマその場で躊躇する。みんなを見る。

シノハラ　行きなよ。

アズマ　　え。

スギ　　　会いたいんでしょ？

ワタベ　　いいですよね？タカノ。

みんなタカノを見る。
タカノ　　好きにしなよ。…アズマの友達だろ！
アズマ　　…うん！
アズマ退場。エトウ、続いて出ていく。

中割を閉める。
中割前での芝居。上手からモチヅキ、エトウ、アズマ、でてくる。

モチヅキ　あのとき、たまたま居合わせただけですけど、イチノセちゃんの意見すごくいいと思ったんです！あのときは空気的にいえませんでしたけど。
アズマ　　そうだったんだね。
エトウ　　なんか…ハイクラスにもこんな人がいるなんて…

モチヅキ　こら！今からハイクラス、ノライヌは禁止！私たちは対等な友達になるんですから！

下手からイチノセ、ニシオカ登場。

イチノセ　あっ…

アズマ　　イチノセ！…久しぶり…

イチノセ　アズマ…！（かけよる）
アズマ　　二人とも、イチノセの意見に大賛成だって。
イチノセ　えっ…ほんと…？

モチヅキ　もっちろん！

エトウ　　だからさ、私たちと友達になってよ！

イチノセ　………もちろん！私のほうこそよろしく！

エトウ　　…あっ。
サオトメ、アヤサキ、カリサワ、来る。
サオトメ　アズマさんたち　次、教室移動ですよ。

アズマ　　あ、そうだった。
サオトメ　しっかりしてくださいね。
サオトメ、アヤサキはける。カリサワ、イチノセを見ている。

アヤサキ　どうしたのカリサワ？

カリサワ　先に行っててください。私はこの方と話したいことがあるの。
イチノセ　えっ…

アヤサキ　わかったわ。(サオトメに)行きましょう。

アズマ　　じゃあ私達も席はずそっか。

カリサワ　いいえ。あなたもいてください。
アズマ　　…え。私も？
モチヅキ　私達向こうでお待ちしてますね！
モチヅキ、エトウ、はけながら「ねぇ、アズマさんて呼ばれたの初めて聞いたんだけど！」とモチヅキに言いながら下手に去っていく。カリサワ、アズマ、イチノセがその場に残る。
アズマ　　カリサワさんでしょ？シノハラのお父さんのクビを取り消してくれたの。
イチノセ　そうなの？ありが…

カリサワ　勘違いしないでください。ただ私は、自分のしたことの責任を取っただけです。

アズマ　　でも…どうして？
カリサワ　あの時、ノライヌの方に言われたことが気にかけましてね。「親がいなければ何もできない」「私達ハイクラスこそ負け犬だ」と。
アズマ　　あぁ…タカノが言ってたね。
カリサワ　…正直言って、あの方がおっしゃってたことは、認めたくないけど…事実です。
　　　　　私達は幼いころから、将来や婚約者、人生設計が両親によって決められています。まるで世間体を気にするかのように…。辛い時もありましたが、必死に努力しました。
二人　　　…。

カリサワ　いっそ、ノライヌに生まれたいと思う時もありました。身分を気にせず、人目を気にせず、好きなことをして自由に生きることができた。
イチノセ　それなら…！
カリサワ　でも！…私はハイクラスの人間です。ハイクラスとして、幸せになれるように、両親がここまで育ててくれました。…両親を裏切ることはできないんです…けど…。
アズマ　　裏切らなくていいんだよ。お父さんとお母さんを裏切りたくないっていうのはカリサワさんの意思でしょ？私は、カリサワさんの気持ちが聞けて、嬉しい。
カリサワ　…。

アズマ　　あの時、私言ったじゃない。「見た目とか身分とかじゃなくて、もっとなかみのきらきらした部分で判断するべきだ」って。だから私は、カリサワさんのこともイチノセのことも、好きだよ。
イチノセ　アズマ…。
アズマ　　イチノセさ、あの時「私のやった事って全部無駄だった」って言ったよね？そんなことはないんじゃないかな？

イチノセ　でも…

アズマ　　ちょっとずつ変えていけばいいじゃない。そうすれば人の気持ちも変わってくるんじゃない？
モチヅキ　（袖から）みなさーん！はやくはやくー！
エトウ　　（袖から）ご飯食べよー
イチノセ　…そうだね。アズマ…本当にありがとう！
イチノセ、下手に退場。

カリサワ　こんなこというのは勝手だと思いますけど…ハイクラスの

ことを、嫌いにならないでください。

アズマ　　うん！約束する。

カリサワ、上手に退場。ニシオカ、上手に向かおうとする。
アズマ、ニシオカを呼び止める。
アズマ　　先生。…身分制度って、本当に正しいのですか？

ニシオカ　…正しいか正しくないかは、私が決めることではありません。時代は変化していきます。たとえあなたがその変化を受け入れずとも。時代に逆らうことは社会に逆らうことです。それを正しいこととは、教師としては言い難いですね。
アズマ　　…先生は、ロウクラス…いえ、ノライヌと言われてるクラスは

好きですか？

ニシオカ　どうかしら。

アズマ　　先生は、私のこと嫌いですか？
ニシオカ　…いいえ。

アズマ　　（笑って）私も先生が好きです。
ニシオカは微笑み、その場から去る。
アズマ、舞台上に残る。

アズマ　　時代は変化し続けます。どんなに分かっていても、受け入れられない。…いいえ…受け入れたくないんです。
変えられるものなら、変えたいんです。社会すべてが敵になったとしても、それでも私は…今を生きます。
中割が開く。　　　　　
アズマの周りに、全ての役者がそろっていた。

意志がある者、何かを訴えかける者、それぞれが、その場にいる。
「好きな人が身分の低い奴でもいいじゃないか！」
「私達はこの身分制度に反対だ！」

「私達が変えないと何も変わらないんだ！」
全員「こんなものいらないんだよ！」

役者、身につけてるリボンを外し、リボンを投げる。
アズマ　　あなたはこの身分制度をどうお考えですか？

この制度を、この時代をつくったのは…

役者全員が、目の前にいる客を、睨む。強い眼差しで。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幕
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